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長挨拶 井上雄樹 ２０２２・１・１３ 
 
みなさん、おはようございます。 
ここ数日、天候が荒れており、交通も麻痺しているようで、旭川市内はそうでもないですが、

地方は大変な状況になっているようです。皆さんの中にも影響を受けている方はいらっしゃる

かもしれませんが、くれぐれもお気をつけください。 
今朝は、実はホテルに泊まりました。昨夜は少人数で

の宴席があったのと、今日の朝のロータリーがあるので、

道民割を利用してホテルに泊まりました。素泊まりです

が、１泊３０００円で、クーポン券２０００円分もらえ

ますので、実質１０００円でタクシー代よりも安く泊ま

れてとてもお得です。 
今はコロナ禍でこうした政策がいくつもありますが、

知らないと損をしてしまいますし、使わなければ損をし

てしまいます。ふるさと納税なども以前からありますが、

あまり良い制度だとは思えないのですが、これも使わな

いと損ということになってしまいます。日本の行政や政

治は黙っていても大したことはしてくれませんので、こ

ういう制度をうまく使っていくことが必要なのかもし

れません。 
本日は、河﨑会員のスピーチになります。ご自身の経

験に基づいた良いお話が聞けるのではないかと思いま

す。 
よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 国際ロータリー 第 2500 地区 第 3 分区 

Asahikawa Morning Rotary Club 
2021～22 年度 第 1306 回 例会報告 

例会日：2022 年 1 月 13 日（木）時間：7:30～8:30 

例会場：   旭川アートホテル    通常例会 

 

R I会長： 
シェカール・メータ（インド） 
）） 

クラブ活動⽅針 『困難な今だからこそ』 クラブ会⻑ ：井上雄樹 ・ 幹事 飯塚 達夫 

 

 

2500 地区ガバナー 

ロータリーの素晴らしさを伝えましょう 

漆崎 隆 （釧路ベイ RC） 
 

会務報告 
 

１． 国際ロータリー日本事務局経理室より、ロータリーレート変更のお知らせ収受。 

＊１月 １日より １ドル＝１１５円 （１２月＝１１４円） 

 
２．一般財団法人 比国育英会バギオ基金より、『２０２０年度 事業報告書 並びに基金への寄付お

願い状』収受。 

 
 



Asahikawa MRC 

1 月 誕生祝い記念品贈呈 

8 日 宮永憲一会員、27 日 桑原義彦会員、28 日 石川千賀男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お二人ともキャップが似合いますね！！ 

 

会員スピーチ 

             河﨑高麗男 会員 

 

 

 

 

独⾝⼈⽣の学びに感謝

２０２２年１⽉１３⽇
旭川モーニングロータリークラブ

河﨑髙麗男

会員スピーチ
⦿ 何事にも誠実であること。

⦿ 好奇⼼旺盛に何事にでも挑戦すること。

⦿ ⾏動する事は新しい発⾒が得られること。

⦿ ⾃⼰責任、他⼈の所為にはしないこと。

⦿ 周りの師となる⼈達に常に感謝すること。

私 の 信 条



Asahikawa MRC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• １９４０年 昭和15年11⽉12⽇⽣まれ。
• 出 ⾝ 旭川市

⺟⼦家庭
• １９４7年 昭和22年04⽉ 神居古潭⼩学校に⼊学。

• 河﨑家の養⼦となる ３回⽬の姓が変わりました。
⾳江町菊丘の⼩学校に転校。

• １９５２年 昭和27年04⽉ 樺⼾郡浦⾅町鶴沼に移住
鶴沼⼩中学校に転校

• １９５６年 昭和31年03⽉ 浦⾅町鶴沼中学校卒業
• 卒業の時の寄せ書き “誠 実”
• (町教育委員会より⼩中学校９ヶ年皆勤賞受賞)
•
• 中学を卒業後と同時に家業である農業に従事する。

農家には頭はいらず、健康で働くべし（⼈⾺⼀体の⽣活）

農村⻘少年クラブ
農業改良助⻑法の制定により農村⻘少年育成普及事業。

農村の⻘少年が地域社会において交流と親睦をはかりながら，
農業の⽣産技術や経営を学び、共に広く⽣活上の課題を解決する⼒を養う

プロジェクト活動の学習グループでありました。
4Hとは，head(頭)，hand(⼿)，heart(⼼)，health(健康)の頭⽂字をとったもので，

活動の⽬標を象徴している。

・ 1９５６年昭和31年09⽉ 鶴沼４Ｈクラブに⼊会
• １９５８年昭和33年04⽉ 鶴沼４Ｈクラブ会⻑就任
• １９５９年昭和34〜38年 浦⾅町農村⻘少年クラブ

連絡協議会 理事 会⻑
・ １９５９年 昭和36〜40年 空知⽀庁農村⻘少年クラ
ブ

連絡協議会 理事副会⻑幹事
・ １９62年 昭和39年〜 浦⾅町農村⻘少年篤志指導員

委嘱

松下幸之助のプロジェクト活動との出会
い

全国農村⻘少年クラブ連絡協議会（1955年）発⾜、松下幸之助翁は顧問
• Head（頭脳）…科学的に物ごとをとらえることのできる頭

• Hand（技術）…農業の改良と⽣活の改善に役⽴つ腕

• Heart（⼼）…誠実で友情に富む⼼

• Health（健康）…楽しく暮らし、元気で働くための体

松下幸之助 ⼤阪RC会員

四つのＨの意味を理解して農業の未来を夢⾒て
プロジェクトを取組み

（農村⻘少年の農業研究集団の確⽴ 少数精鋭 量より質）

• 農業改良普及所の指導で⼩さな集団で質の良い専⾨的な知識に挑戦

• 会員増強、声掛け合い⼥性会員を含め⼗数⼈のクラブとなる

• ⼥性は⽣活改善や料理教室などのプロジェクト、

• 男性は作物の⽣産栽培技術と経営を主としたプロジェクト

プロジェクト
• 農産物⽣産費調査 ⽔稲・⼩⾖・⼤⾖・⾺鈴薯など
• ⽔稲栽培研究 育苗⽅法､浅植え栽培､⽣藁栽培の研究、
• 洋野菜の栽培 ・カリフラワー・セロリ・ブロッコリー・メ
キャベツ

・ビーツ・レタス
• 世界のメロン栽培 アメリカやブラジルの種類 （⽠）
• ⾚⾁ネットメロン原種栽培研究 (スパイシーとマスクメロン交
配、)
•品質の良い美味しい物づくりに挑戦 （⽔稲 ・⾺鈴薯 ・スイ
カ）
（窒素・リン酸・加⾥、「肥料の3⼤要素」施肥量と栽培法の研

究。
• 農業複式簿記の導⼊。

畑作物の増収化の取組み運動
•菜種の栽培では北海道⼀番早期出荷を数年間続け北海道新聞に
紹介されました。
•町・農協・農業改良普及所などと畑作基幹作物の栽培への働き
かけをしてビートの種⼦栽培研究を始めイタリヤから技術者を
招き指導を受け⼀⼤産地を⽬指した。

•⼤根の種⼦栽培の取り組み≪サカタのタネ≫
採種後の翌年春、⼤根が⽣え、⼩⼤根を市場に出荷、副産物と
し
て⼤変⼈気需要が有り市場との野菜類の出荷にも結び付いた。

⻘少年クラブとしての活動
• 資⾦調達： 農作業が終わった初冬の吹雪中でのゴボウや⻑芋堀の援農

で会費を調達。
• 映画鑑賞会： 娯楽のない町に北海道新聞社と教育委員会の協⼒で

学校の体育館での開催。
• 野菜栽培地でのホームスティによる会員の研修派遣。

• ⾷⽣活の改善の研究 ・地域他クラブとの交流研鑽

• サイクリング農業試験場視察 ・障がい者福祉施設交流訪問

• 管内農村⻘少年クラブ・サマーキャンプ交流研修⼤会の３⽇間地元開催

学びと感謝
• １９65年 昭和40年04⽉ 酪農学園短期⼤学(通信教育)経営経済学科⼊学

• 1967年 昭和42年10⽉ 北海道農業賞受賞 表彰式（北⼤クラーク会
館）

• 1968年 昭和43年03⽉ 全国農業協同組合中央会会⻑より感謝状授与
（⽣産費調査事業）（浦⾅町農業協同組合総会席

上）
• １９68年 昭和43年04⽉ 東京農業⼤学 (通信教育)経営経済学科⼊学

• １９6８年 *昭和43年12⽉ 結婚 新⽣活改善、会費制の結婚式第1号とし
て

農協⼤会議室にて1000円会費で挙式を上げた
北海道知事の町村⾦吾⽒より “誠実を以って終⽣をつらぬく ”という

⾊紙を頂戴いたしました。

⼈⽣の転機
•昭和44年09⽉ ⻑⼥が誕⽣⼤変喜んでいました。

•突然 河﨑家の実⼦である姉夫婦が事業に失敗。
⼤きな負債を背負い親は⽥畑を売って補償、農業を辞める。

• ”お前たちは若いので何とかなるだろう“と河﨑家両親の⼀声で
残念ながら夢の農業経営を諦める事に成る。

・此れも⼈⽣、⾃分に与えられた試練の道と、⼈⽣の学びに感
謝しながら裸⼀貫で⼥房⼦供を連れ⼈⽣再出発する事に成った。



Asahikawa MRC 

 

 

 

 

 

 

会員スピーチをする河﨑会員→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊ 旭川モーニングＲＣ 出席報告 ＊ 

＊本⽇の出席 第 1306 回 例会 総員 21 名  
1 ⽉ 13 ⽇分 出席 14 名 出席率 66.67％ 

 
＊修正出席率 第 1304 回 例会 総員 20 名  

12 ⽉ 16 ⽇分 出席 17 名 出席率 85．00％  
 

＊ビジター       ございません 
          
＊ゲスト       ございません 

 
           
＊メークアップ  1/11 宮永憲⼀（旭川 RC） 
          
 

1/13 分 ニコニコ    2,000 円 
 

  

夢・勇気・誠実・縁・感謝
• 夢を描き語ること。
• 勇気を以って何事にも挑戦すること。
• 誠実に⼀⽣懸命働く働くこと。
• 縁を⼤切にすること。
• 感謝の⼼を持ち続けること。

• 私は河﨑の姓を受け、働き⾃分を鍛え、⾃分が関わる全ての⼈
から⼿を差し伸べられ≪お前はもっと勉強せよ≫と導かれ、
強固な精神⼒と鍛錬の素晴らしさを学ばして頂いた。

何事にも挑戦、⾃分にあたわった⼈⽣と、前向きに考え、新し
い⼈

⽣のスタートが出来たこと独⾝⼈⽣の学びに感謝しています。

ご清聴有難う御座いました。

２０２２年１⽉１３⽇
旭川モーニングロータリークラブ

河﨑 髙麗男

会員スピーチ
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会報編集                広報 IT 委員会     ・朝倉 直博 ・宮永 憲一 ・坂本 信一 

 

ニコニコ BOX         

誕⽣祝をありがとうございました。寅年⽣まれ 1 ⽉で 72 才になりました。これ以上

年はとりたくない⼼はいつも⻘春です。 

⽯川 千賀男 

 

計 2000 円 

 

 

 

                   
 

                   


